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小 児腫瘍 患 者 の想 い 出
東京慈恵会医科大学助教授 千 野 一 郎
小児 の泌尿器科疾患 を,主 テーマの一 つ としてか ら,早 くも2年 を経 たが,浅 学菲 才の私 の
こ と,い まだ に さした る成 果 もあげていない ことを,深 く反省 してい る.
小児を特に注意す る ようになっ てか ら,健 康保 険の規定 に ある6才 未満 の診察料加算 と云 う
ことが特に 目につ くようになった.そ れ と云 うの も,私 共 の病院で は,カ ル テを作 る場合,教
室 カルテの上に,保 険 カルテを乗せ,そ の上 に保険 の処置 ・点数を書 き込む用紙 を重 ねて綴 る
ことになって おる,こ の一番上 の用紙 の欄外 に,「6才 未満」 と,大 きい ゴム印が押 されてい
るカルテが,私 の診察机 の上 に置 かれ るように なった か らだ.こ の ゴム印を見 て,小 児が来 た
な と云 うこ とがす ぐわ か り,へ んな ところで保険制度 の便利 さを味わっ てい る.
私は小児患者 の中で も,特 に腫瘍 例を集 めたい と思 ってい る.し か し御承知 のよ うに,小 児
患者 に見 られ る疾患 は,非 特異性感染症,奇 形等 が多 く,机 の上 に並 ぶ カルテをそっ と開 いて
み る と,主 訴 の多 くは,排 尿痛,包 皮 の発赤,包 茎,睾 丸を触れ ない,尿 が陰茎 の途中か ら出
る等 々.お よそ病歴 で診 断が予測 され るものが多い
こうして腫瘍患者 に注意 していた矢先,分 院か ら 「8カ月の男児 で,腹 部 に腫 瘤を触れ,硬
い.ど う も腎腫瘍 ではないか と思 われ る」 との電話連絡が あった,早 速 入院 させて,腎 孟 撮影
を して くれ と頼 み,何 日に診 にゆ くと約 束 した.こ ん な とき,不 幸 な病 を背負 った小 児或 は両
親 には申 し訳 ないが,何 か待 っていた人 が来 た ような感 じがす る.
約束 の日に分院 を訪 ね,小 児病室 に案 内 され た.部 屋 は比較 的小 さ く,両 側に4床 つ つ並 ん
だ8人 部屋 で ある.子 供 等は柵につか まった り,ね ころんだ りして注意 深 く私の歩い て行 く先
を見つめてい る.入 口のす ぐ右の,両 親 にあやされ,丸 々 と太 った手足 を動 か してい る血色 の
よい赤 ちゃ ん,こ れ が患者 だった.こ れが その患者 か と思 われ る位 に元気な赤ちゃんだった.
受持医 か ら両親 に紹介 され,病 歴を読み なが ら種 々尋 ねた りして診 察を始めた.患 児は突然の
侵 入考 が顔 や,頸 を なで初 めたのにびっ くりした のか,大 きな泣 き声 を出 した.腹 部 を上 か ら
見た り横か ら見 たの ち,触 診 しなが らマジッ クイ ンキで腫瘍 の輪郭を描 いてゆ く.写 真 を とる
ために両親 の手 を借 り押 えても らった.ど んな気持 で押え ていただ ろうか.私 共 の神経 は患児
の所見 を とる方 に集中 していて感情 の入 る余裕が ない.
やが て診察 も終 り,腎 孟撮影 の結果 と合せ て見 る と,明 らか に腎腫瘍 であ る.い よい よ結果
を説 明す る段に なった。恐 らく両 親に とっては大本営発表 も比較 にな らない位 の大 きな不安 を
もっていた ことだ ろう.何%か の希望 と,何%か の不幸を予測 しての私 の説 明の中か ら,そ の
何 れに比重 が重 いかを敏 感に感 じ とったに違 いない.
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しば ら くしてか ら,患 児 との出会 いを話 して くれた.子 供 のなかった この両親 は,何 年 間か
か かって宝 を探 し求 め,や っ との こ とで現在 の この子 を貰 い うけた.周 囲を気 に して しば ら く
家 を離 れた り,乳 母 を探 した り,ミ ル クの与 え方 を研究 し,生 活の総 てを この患児 に注 いで き
た とい う.そ の子供 が,と 云っては声をつ ま らせ る両親 に励 ましの言葉 をお くったが,し ょぜ
んは他 人の空言 の ように聞えていたか も知れ ない.
やがて本院 に移 し,手 術す る 日が訪れ た.手 術 は経 腹式に行 ない無事終 了,術 後 の状態 も良
好 であっ た.別 出腎は殆 ん ど腫瘍で 占め られ,割 面は丁度石け ん様 と云 うか,ム チン様 と云 う
か,灰 白色 で光沢の ある腫瘍 であ る.或 は の期待 を持 って 病理組織の結果を待 ったが 矢 張 り
Wilms腫瘍 だった.し か し術後 の経過 は順 調で創部 も治 り,6eCo照射 も終 了 して,喜 びの父
親 の腕 にだかれ て無事退院 して行 った.悲 しみは喜 び と変 って,日 一 日の生長 を楽 しく語 って
くれた.
此の喜び も長 くは続 かなかった.や っ と歩 き出 した術後7ヵ 月頃,胸 部 レ線写真 にあや しい
陰 影を認 める ようになった.こ れは漸次拡大 し,最 早 や転 移は疑い ない事実 となった.そ んな
冬 の或 る日,病 状を知 らせ る電 話が あった.鼻 汁が 出,息 苦 しそ うだか ら是非診 て もらえない
だろ うか と,そ の声 は どんな ものに もすが り度い気持 をひたむ ぎに訴 えてい た.
患児 はアパ ー トの一 室で,荒 い息づか いを しなが らもしきりと自動車 の絵本 を見なが ら話 し
かけ てぎた.部 屋 の隅 には,せ が んで買 って もらった子 リスが しきり と音 を立 てて動 き廻 って
いた.夢 の ような 日々の記憶を アルバ ムに綴 り,そ の中に 私に抱 かれて とった 写真 を見つけ
て,涙 す る両親 の姿は本 当に痛 ましい の一語 につ きた.
やがて,マ イ トマイ シソや60Co照射療法 の甲斐 もな く,ま た病室 に横 たわ り,酸 素 テソ ト
に入 る身 とな った.東 京 タワーの見 え る部屋 で,外 が見 たい と せがんで 立 ち上ろ う とす るの
で,そ っ とテ ン トか ら出して見せ て もや った.併 し疲 れてす ぐ横に なって しまった.本 当に一
日一 日が生命 の灯 を ともしてゆ くと云 う状態 とな り,テ ソ トの氷を砕 くことが両 親の大事な仕
事 になっていった.
こうした仕事の手 も止 ま り,生 命 の灯 が消えた とぎ,薄 紅を頬 に塗 った吾 が児にすが りつ い
て泣 き出 した.長 い長 い涙であった.す べてが終った とい うように.術 後満1年 で あった。両
肺 は全 く葡萄 の房 の ようで,正 常な肺組 織は全 く見 えなか った.今 更なが ら生命力 の強 さに驚
か された.心 か ら冥福 を祈つ た次第 であ る.
こうして患児 は,吾 々の努 力 もむな し く死 んでいった.医 師 と云 う立場 か らは冷静に,疾 患
の診 断,治 療 に当 らねば な らない ことは云 うまで もない.し か し小児疾患 の治療 を志す者 に と
っては,親 との接 触が大 きな問題で あ る.本 文 は感情 的要 素が あま りに も多 い もの となって し
まったが,今 後 も,こ の ような症例 に直 面す ることが多い と思 う.こ れ は小児疾患 ととりくむ
者 の宿命で あろ うと思 う.し か し,こ うした一 例,一 例を尊い体験 として,一 人で も多 くを,
そ して,一 日も早 く,こ の ような疾病 か ら救 うこ とが吾 々に課 られ た使 命であ ろう
終 りに,私 の ような文才 のな い者が,随 想 をか くことをお引 き受け して しまって,誠 につた
ない文 を書 きま したが,御 寛 容の程お願 い申 し上 げます.
